


はじめまして！専修大学放送研究会AREAです。

2020年度では「来年は良くなるなるだろう、良くなるだろう」と
思っていたものの、結局去年度と今年度ではあまり変わった様子はあ
りませんでしたね......

しかし！！新入生たちの歓迎会が出来るようになるなど、確かな
進展があるのも事実です。新入生も、一年前新入生だった貴方も！
我々のみならず様々なサークルに顔を出し、よいキャンパスライフを
送れることを願っています。





自粛中では…
•屋外を舞台にした活動（文化祭等）は、泣く泣く断念。すべて中止

に。

•しかし、活動場所をオンライン上へと移行し、オンラインでの番組

制作や発表会を開催。同様にオンラインでの新入生の勧誘など積

極的な活動をしていました。

以前よりも時間に余裕ができたので、バイト等との両立はいつも以上にできていた＿
かもしれない。

だいたい１～２週間に
一度あるかないかのス
ローペースで活動





自粛中MEMO

様々なものを使ったオンライン○○が流行った
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オンラインDJ

・音声を録音し、編集などで繋げて簡単でそれなりクオリティとなる驚異の作品になった。
・とにかく、簡単になったのが非常に良い点で、

・動画編集の難易度が非常に楽 ・いくら噛んでもよくなった（音声の録りなおしが効く）
・人前に立たなくていい ・台本を見ながらできる
などがある。
反面、場合によっては著作権などの権利をよく考える必要が出てくるなどの悪い点も出
てきてしまった。（もっとも、ほとんどそのケースは無いが）



イメージ図
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オンラインラジオドラマ

・DJの影に隠れがちであるが、すごく簡単になったものの一つ。

・とくに、オンライン化によって

演者の顔が隠れ、キャラの立ち絵が使えるという革命が起
きた。
これによって、より世界観に入り込みやすくなり、手軽にクオリティが上がるというこれま
た驚異の作品となっている。

・もちろん、声だけの場合でも従来と同等の作品が作れるので、オンラインで時間を取り
やすくなった分、一番手軽に作れる作品であると言える。
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※イメージ図



オンラインVTR

・他の2作品と比べて唯一とんでもねぇ難易度になってしまった悲劇のヒロイ

ン。
・現状、外に出ての撮影があまりできないというのもあり、編集モリモリバキバキの作品に
ならざるを得ていない状況となっている。

・しかし、撮影に参加する人数を極限まで絞る、YouTubeｒのような形態で撮るなどの
さまざまな工夫が凝らされ、もっとも個性がでる作品となった。

・是非挑戦してほしく思う。その時は先輩などに声をかけ、サポートなどを頼むと良いだろ
う。


